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いよいよ夏休み！ 

７月 21 日より待望の夏休みだ。今日は終業式の式辞の内容を踏まえて記述する。 

今日のメニューは 3 つに分かれる。１「現状整理」、２「伝えたいこと」、３「最後に」。 

１「現状整理」では、「トイレの改修」：49 年目にして初めて改修が行われる。来年 3 月までの工期で、費

用は 130,000,000 円余。美しくなるトイレを美しく使用することで心も磨いていきたい。 

「５０周年記念事業」：来年の秋に開催する。生徒の皆さんの参画も得て、是非計画・運営の中心で頑張っ

てもらいたい。KissFM さんとコラボして、アーティストの記念公演ができればいいと思っている。 

「学校評議員会」：交流体育祭の生徒の皆さんの姿に感動したと本校の OB の方に言っていただいた。「か

つての姫路別所は『一所懸命がかっこ悪い』という空気だったが、みんな一所懸命で、団長のリーダーシッ

プのもと、結束している姿が何ともかっこよかった。最後の団長の言葉がみんなの中にすぅっと入っていく

様子がたまらなかった」ということだった。 

「遅刻ゼロ」：平成２４年約 10000 件あったものが、昨年は 559 件となり、令和 2 年と比較しても半減し

ている。着実に努力が実りつつある。全体的に早くなった。無駄な遅刻ゼロに向けて、共にがんばろう。 

「挨拶日本一」：相手の眼を見て自分から挨拶をしようとしている生徒の割合が 100％なら日本一と名乗っ

てもいいだろうというコンセプトで始めた。令和 4 年 7 月 95%、令和 5 年 6 月 93.2%でダウンしているのが

気になるが、何とか 100%にしたい。他との比較ではなく、自分の過去からの成長が大切だ。 

２「伝えたいこと」では、職業について考えてほしいと思っている。高校入試で普通科高校に入学した君

たちは、専門高校に進んだ人たちとは違い、「何者か」にはまだなっていない人がほとんどだ。日本の職業は

一説によると 20000 種あり、自分がどの職業に向いているのかを知ることは難しい。だから、ヒト・モノ・

コトとの出会いを増やし、選択肢を増やすことが大きな一歩になる。そして、機械化、AI 化が進む世界で、

どう生きていくかを考えたい。 

オックスフォード大学 2013 年の論文に「今の子どもたちの 65%は大学卒業時に今は存在していない職業

に就く」とあり、実際ユーチューバーやアフィリエイターなどの新しい職業が登場している。また、「今後

10~20 年で、雇用者の約 47%の仕事が自動化される」とあり、10 年後に当たる 2023 年、ユニクロのレジ、

インターネットバンキングなどが現れて定着している。今後、事務や店員、運転手、警備員などが機械化さ

れ、銀行員や弁護士、医師などの知的職業もその領域を犯されていくと予想されている。AI では代替できな

いのは、１ホスピタリティ、２マネジメント、３クリエイティビティで、そのような中、本校が注目したの

が、「ホスピタリティ」だ。「相手の無言の声に耳を傾け、その気持ちを推察し、また、言葉を超えて、こち

らの温かい気持ちを伝える。相手の立場に立って物事を考え、感じ、共感する」ことは AI にはできない。そ

こで本校が注力していることは、挨拶、遅刻ゼロ、感謝、笑顔、We keep on trying.であり、それを習慣化す

ることで、いつでもどこでも発揮できるようになる所にまで持っていきたい。 

まだなっていない「何者か」になるために、ヒト・モノ・コトとの出会いを増やし、資格を取得し、「学び

方を学ぶ」ための大学進学も視野に入れて自分の将来を考えてみたい。AI では代替できない仕事は、教育職、

介護職、医療看護職、カウンセラー、コンサルタントなどが挙げられる。「ホスピタリティ」が大切な職種だ。

いずれも進学して資格を取得したり、「学び方」を学んだりすることで、「何者か」になることができる。修

学支援、奨学金の制度も変わっている。「進路の手引き」群青 Vol58 を参照。 

３「最後に」人生は一度、チャンスは無限。失敗も経験のうちだ。就職者も学び続けろ。挑戦し続けろ。

使命を果たし、人の役に立て！そして、「気付く人になれ」 

全問正解者続出 
先週号の漢字クイズ、「蒲公英」たんぽぽ、「向日葵」ひまわり、「蓮」はす、「馬大頭」オニヤンマ。全問

正解者先着 5 人は、2-1 りくまる、3-3 マッキー、3-3 はっしー、3-3 す、2-3 ちぃかわだった。 

スマイルフェスタ、ダンスチームのキレッキレのパフォーマンス!!応援に感謝 

スマイルフェスタ 7 月 17 日（祝）のステージでキレッキレのダンスを披露してくれた 7 人。昨年の文化

祭の流れを引いていることもあり、「７minutes」と名付けた。KissFM のサウンドクルーターザン山下さんに

いじっていただき、いい経験だった。たくさんの関係者の皆さんにも応援に足を運んでもらった。 

We keep on trying. 挨拶日本一の高校・遅刻ゼロの高校に私たちはなる 文責：姫路別所高等学校長 篠原 歩 


